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早 期水稲 に お け るポ リエ チ レ ン フ ィ ル ム マ ル チが根系 の発 達 に 及 ぼす影響
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　南 九 州 の 早期水稲栽培は 3 月下旬か ら 4 月．ヒ旬 に稚苗

を移植 し，8月上旬か ら中旬 に か け て収穫 して 出荷する

の が一．一
般的 な栽培 で ある が，さ ら に収穫期が 安定的 に 早

進 化 され れ ば，早期水稲 の 付加価値が 高め られ る 。 既 に

筆者 ら は畑作 で
一

般的 に 普及 して い る ポ リエ チ レ ン フ ィ

ル ム を用 い た マ ル チ 栽培を早期水稲栽培 に導入すれ ば，

株 元 3c  の 深 さ で 無処理区に 対 し 5℃程 度地 温 が 上 昇す

る
S》

こ とか ら水稲 の 初期育成が促進 さ れ ， 出穂期 ・成熟

期 の早 進化 が 可 能 な こ とを 認め た L2 ） 。こ の こ とか ら 水

稲の マ ル チ 栽培 は 超 早 場 米 の 早 期 出 荷 に よ る 市場価値 を

高め ．また 裏作導 入 の 拡 大 を 期待す る もの で ある 。本研

究 はマ ル チ栽培 シ ス テ ム に よ る地温の 上 昇が水稲の 育成，

特 に 根系 の 発達 に及 ぼ す 影 響 を検 討 した 。

　　　　　　　　 材料お よび方法

　供試 した 水稲品種 は コ シ ヒ カ リで あ る。実 験 は 1994年
と1995年 に 宮崎大学 農学部附 属農場内で 行 っ た 。 3 月 4

日に 播種を行 っ た稚苗 を，36cm× 54cm．深 さ30cmの プ ラ

ス チ ッ ク コ ン テ ナ を利用 した ポ ッ トに，株 間1〔lemで 1ポ ッ

ト5株， 1株 4 本植 え と して 3 月29目に 移植した 。 移植

後 の 水管理 は 常時湛水 と し，特 に 1995年 で は 水深 を 2cm

に設定した。

　試 験 区 はマ ル チ 区 と対照区を設けた。マ ル チ 区は 苗 を

移植す る た め 長さ 7   の 切り込み 穴を 5 ヵ所開けた 厚 さ

0．020mmの 透明ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム で．ポ ッ ト内 の 地

表水 と と もに 土 壌 を被覆す る もの で あ る 。
マ ル チ の 除去

は幼穂分化後 （1994年 は 6月10日，1995年 は 6月21日〉

に 行 っ た。

　調査 は 移植後 7H 毎に草丈，分げつ 数，葉齢 に つ い て

各試験区の 5株 の 3反復 につ い て 行 っ た 。 ま た，サ ン プ

リ ン グ は 移植後 14日毎 に 各試 験 区 3株ず つ の 計 6 回行 っ

た。

　 1995年 に は地下部の 発達経過を視覚的 に捉 える た め ，

根箱 を用 い た 。根箱 は 厚 さ 5mmの 透 明 ア ク リ ル 板製で
，

25cm×20cm
， 深 さ30  の 大 きさ と し，側 面 と底面か らの

遮光 と断熱 の ため，黒色塗料 を塗 っ た厚 さ 2   の 発砲 ス

チ ロ ー
ル板 で 根箱を覆っ た 。試験 区 は マ ル チ 区 と対照区

を 2反復設置 し ， 3 月29日 に 1株 3本植 え と して 観察面

か ら 3cm離 れ た 位置 に 移植 した。

　根 系 の 観察 は 移植後 7 日 目か ら 1週 間 毎 に行 っ た 。 観

察方 法 は 根箱 の 観察面 に OHP 用 フ ィ ル ム を重ね，油性
ペ ン で 7 日間 内に 発生 した 根 を 透写 した。こ の 画像を ト

レ
ー

シ ン グペ ーパ ー
に サ イ ン ペ ン で 透写 した 後，イ メ ー

ジ ス キ ャ ナ で 取 り込 み，予め 作製 して おい た基準線画を

用 い て 観察面 に お け る総 根長 を算出 した 。

　　　　　　　　 結果お よび考察

　 1994年 ， 1995年とも同様の結果が得ら れた の で ，こ こ

で は 1995年 の 結果を中 心 に報告をす る 。

　株当 り分げつ 数 は 両 試験区 と も移植後28日目まで は 殆

ど変化が見 られ なか っ たが ，そ の 後増加 し，マ ル チ 区 に

お い て 増加は 顕著 で あっ た （第 1 図）。図 中 に 示 した 標

準偏差 の 値 か ら判 る よ うに，マ ル チ 区で の 生 育は 株間の

ば らつ きが大 きか っ た。こ れ は マ ル チ 処理 に よ る 地温 上

昇 に よ っ て株間の 生育 の 差 が 拡大 さ れ た もの と 思わ れ

る
D
。

　主稈 の 出葉 は マ ル チ 処理 に よ りわ ず か に 促進 され，移

植後35日目に は 0．5葉の 促進が 確認 さ れ た 。 ま た 出穂期

は 1 週間促進 され た 。

　地上部の 乾物重 は 両試験 区 と も指数関数的に 増加 した

が，マ ル チ 区 で は 対照 区 よ り 5 日程度早 く増纐 した （第

2 図）。こ れ は 14日 間の 地 上 部 の 乾物重増加 鵑
．
が ，移植

平成 7 年 9 月21 日　第72回講 演会 （第58回 九州 農 業 研 究 発

表会 と共催 ）で 発表
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　　 第 1 図 株当 り 分げつ 数 の 推移 （1995）

　　　　　　   ： マ ル チ 区，○ ：対 照 区

注）図 中の バ L
は 有意水準 5 ％ で 有意 差 が 認 め られ た

　　値の 標準偏差を示す。
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第 2 図
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地上 部 ・地下 部乾物重 の推移 （ig95）
餾 ； マ ル チ 区，○ ：対照区
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第 3 図　観 察面 に お け る総根長 の 推移 （1995）
　　　　 醗 ： マ ル チ 区，○ ；対照区

　注 ）観察 面 は 植付け 位 置 か ら 3cm離 れ た 面

後56囗 tiまで に対照区の 1．5ない し1．6倍の 値を 得 た こ と

に よ る。そ の 後両試験区 は ほ ぼ 同 じ増加率で 推移 した 。

　地 下 部 の 乾物重 もほ ぼ 同様 な傾 向 を示 した 。 移 植 後 42

［ll目 ま で にマ ル チ 区の 14日間の 地下 部の 乾物重増加量 は

対照区の 1，6な い し2．2倍を示 し，マ ル チ 処理 が 地 下部 の

発達 を約 ⊥週間促進 した こ とが い える 。そ の 後 は 対照区

の 1，ユ倍 の 増加率で 推移 した 。

　根箱 を 用 い た観 察 面 に お け る総 根 長 の 推移を第 3 図 に

示 した 。 生 育初期の マ ル チ区の 根長 は ，絶対量 は 小 さい

もの の 対 照 区 に対す る相対的な差異 は 大 きく，移植後56

日 ま で 約 1週 間 の 促 進が 確 認 され た 。そ の 後，総根長 で

200cm前後 の 差 異 を維持 した まま推移 した が ，移植後84

口目に は 両試験区間 に差異は 認め ら れな くな っ た。こ れ

は 5 月
．
ド句 に な る とポ ッ トを と り ま く気 温 が 上 昇 して く

る こ とや 地 ヒ部が 繁茂して くる こ と で
， 水面が 覆 わ れ マ

ル チ の効果が が 小 さ くなる こ とに よるもの と考えられ た 。

　以 ．ヒの こ と か ら，マ ル チ に よ る促進効果 は移植後約 2

ケ 月 間 の 生 脊 初 期 に限 定 され る こ とが い え る 。 イ ネ の 栄

養生 長期 にお ける 生長点 は 土壌中 に ある こ と か ら，地 温

の 変化 が 地 ド部 の 発達 に 影響 を及 ぼ し，活着や 初期生 育

が 促進 され，さ ら に 地 lt部の 生 育 へ と展 開 さ れ た。透 明

ポ リエ チ レ ン フ ィ ル ム に よ る早期水稲 の マ ル チ 栽培 は 地

下 部 の 促進 を通 して 地上 部の 生育促進 に効果的であ っ た。

　　　　　　　　　　摘　　要

　 早期 水稲 に 透明ポ リエ チ レ ン フ ィ ル ム マ ル チ 栽培 シ ス

テ ム を導 入 す る こ と に よ り，地温 を ヒ昇 させ る こ と で ，

地 上 部，地
．
F部の 乾物重 は ともに約 1週間生育が促進 さ

れ た。また ，根箱で 観察 され た根長 に お い て も根系 の 発

達 促進 が 確認 され ，特 に初期生 育段階 に あた る 移植後 2

ケ 月 で マ ル チ 栽培 の 効果 の 重要性が示唆され た 。
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